
法医国際学会の夏

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-04

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/9222URL



署
敬

監
怒

張
攣

金沢大学十全医学会雑誌 第105 巻 第 4 号 477 (1 9 9 6)

法 医 国 際 学 会 の 夏

T h e S u m m e r i n 1 9 96 a s T h e H ig h S e a s o n f o r

I n t e r n a tio n al M e eti n g of L e g al M e di ci n e

金沢大学医学部法医学講座

大 島

ア ト ラ ン タ オ リ ン ピ ッ ク
, 病原性大腸 菌 0-1 5 7 の 蔓

延, そ して ｢ 寅さん｣ の 死 と19 96 年 の夏も い ろ い ろ な事

があっ て過ぎて 行 っ た が , 日本 の法医学にと っ て も 一 つ

の 記念すべ き夏に な っ た . す な わち ,
8 月19 日 か ら2 3 日

まで は熊本で 第 4 回 国際警察医
･

臨床法医学会(会長 熊

本大 恒成教授) が ,
2 2 日 か ら2 4 日 は箱根で D N A 多塑 に

つ い て の国際 シ ン ポ ジ ウ ム ( 会長 大阪医大 松本名誉教

授) が開催され , 引き続き2 6 日 か ら30 日 ま で は東京で 第

14 回国際法科学会(会長 東大 高取教授) が , そ し て締 め

括り の大阪 で の 第 3 回 国際法医学 シ ン ポ ジ ウ ム ( 9 月 2

日 - 4 日 , 会長 阪大 若杉教授) と ,
た て続け に 国際学会

が開かれ た . 昨今 , 日本で 国際学会が閃か れ る の は珍 し

くほな い が ,
4 つ の 国際学会が連続的に 行われ た こ と は

日本の法医学に と っ て の
一

大イ ベ ン ト で あり
, 資金面な

ど関係者の苦労は 大変なもの で あ っ た が 予想以上 に 実

り多い結果をも た ら し た .

私自身の最初の 国際学会は , ま だ 大学院生で あ っ た

1 98 5 年の ハ ン ガ リ
ー

･ ブ ダ ペ ス ト で の 国際法医 ･ 社会

医学会議で あ っ た . 当時の ハ ン ガ リ
ー

は 未だ共産党政権

で東側に属して お り ,
西側 で ほ感じられな い

一

種独特の

雰囲気を体験する ことが でき ,
ハ ン ガ リ

ー の 文化
･

風 土

とともに忘れられ な い思 い 出で あ る .

さて
, 国際学会は 当然の ことなが ら自己 の 研究発表の

場で あり
, 研究方法や成績な どを 呈示 し , 活発な議論を

通じて学問の厳 しさや 楽 しさを学 ぶ絶好の 場 で あ る こ

とは言うま で もな い . ま た
, 発表後の フ ロ ア

ー や レ セ プ

シ
ョ
ン で の 個人的な交流も他で は 得が た い経験とな る .

特に食事や ア ル コ ー ル で リ ラ ッ ク ス する と
, 各国の研究

者の本音が聞かれ て興味深 い . 経験上
,
こ の よ うなとき

ほ出来るだけ長 い時間話に 加わ り ‥ 酎 ､ 切 っ て
"

相手 の

懐
"

に 飛び込ん で み る こ とが大事で あ る よ う に思う . こ

の よ うなときに得られた知己 は 思 っ た よ りも長続きし ,

その後, 個人的交流が学問的交流に ま で発展する の ほ う

れし い .

今年の日本で の 国際学会で も何人か の 友人 に 再会す

る ことが出来た . そ の
一

人 ,
ドイ ツ ･

リ ュ
ー ベ

ッ ク 医科

大学の エ ー ミ ヒ ェ ン 教授ほ温厚 , 誠実な人柄の法医病理

学の エ キス パ ー

ト で
, 私の ケ ル ン 留学当時か ら大変 , 御

477

世話に な っ て い る . 彼と は共同研究の貢があり
,
本学 の

医学部でも学生に SID S (乳児突然死症候群) に お け る神

経病理学的所見の講義をし て もら っ た . また , 教室の大

学院生を来年受け入れ て もらう詰もまとま っ た .

さ ら に , 現在
,
当教室の権講師が留学し て い る ミ ュ

ン

へ ン 大学の ア イ ゼ ソ メ ン ガ ー 教授は
,
ドイ ツ法医学会の

大物だが , 彼 とも共同研究の打ち合わ せ を行 い ,
楽 L く

議論した .

また
,
リ ト ア ニ ア の ガ ル ム ス 教授とほ 19 9 0 年 の金沢で

の第 1 回国際法医学 シ ン ポ ジ ウ ム で知り合 い ,
｢ A n t h o-

n y ｣ , ｢ T o h r u ｣ と フ ァ ー ス ト ネ ー ム で 呼び合 っ て い る .

リ ト ア ニ ア の 経済事情は なおも厳 しく , 参加にあた っ て

は若杉教授と私が ス ポ ン サ ー に な っ た . 大柄 で厳 つ い が

憎 め な い性格で ある . い つ も ,
リ ト ア ニ ア に 来い と言わ

れ て い る が
, 近 い う ち に こ の約束を守らねばならな い よ

う であ る .

今年 は日本国内で の 開催であ っ た が , 海外に行けば可

能な限り時間を見 つ け て
, 普段忙 しく て な か な か出来な

い こ と に手を伸ばす . 私の場合は コ ン サ ー

トや オ ペ ラ
,

博物館や動物園, そ して そ の 土地 の お い し い 喫茶店に入

る こと位だが ,
こ の よ うな機会に大きな思 い出とな る こ

と に侶会う こともある . 特 に ,
1 9 9 3 年の 第 2 回 国際法医

学 シ ン ポ ジ ウ ム の折に 出 か け た ベ ル リ ン 芸術週間初日

の
,

ベ ル リ ン フ
ィ
ル に よ る マ

ー

ラ
ー

の ｢大地 の 歌｣ は い

ま でも強く印象に残 っ て い る名演奏であ っ た . 当日 , 初

日と い う こ と で 地元 テ レ ビ局 の 女惟 ア ナ ウ ン サ ー

か ら

会場 の 入 Ll で イ ン タ ビ ュ

ー

を 受け た が , 夜 の ニ ュ ー ス で

は案 の定 , 私 の イ ン タ ビ ュ ー ほ 投に な っ て い た .

今年の 4 つ の 国際学会の成功で [~i 本 の 法医学会の 面

目 は 一

応ほ保 たれ た わけだが , 若手研究者の 育成や実務

能力の 総合的向上な ど, 学会 に課せ られ た課題は 少なく

な い . 近 い 将来は マ ル チ メ デ ィ ア の発展に より研究室に

居なが らに して参加す る 国際学会も増える で あろうが ,

ダ イ レ ク ト な人と人と の交流 , そ して趣味に時間の割け

な い 研究者に貴重な息抜きを与える効果を考え るなら
,

経済的負担は つ ら い と こ ろだが , 研究者が
一

堂 に会する

国際学会はや は り無くな っ て 欲しくな い .


